
株式会社　アルファネット （単位：円）

【 4,180,992,296 】 【 1,127,625,518 】

現 金 及 び 預 金 944,201,268 買 掛 金 432,281,839

売 掛 金 1,088,834,584 未 払 金 66,244,969

仕 掛 品 19,722,701 未 払 費 用 229,862,898

貯 蔵 品 507,583 未 払 法 人 税 等 158,938,600

前 渡 金 3,984,020 未 払 消 費 税 63,363,900

前 払 費 用 72,913,284 前 受 金 4,698,267

繰 延 税 金 資 産 71,579,457 預 り 金 72,203,536

短 期 貸 付 金 1,977,600,934 賞 与 引 当 金 100,031,509

立 替 金 1,105,941

仮 払 金 542,524

【 551,610,929 】 【 1,188,117,665 】

（ 61,335,859 ） 退 職 給 付 引 当 金 1,150,275,998

建 物 72,346,649 役員退職慰労引当金 37,841,667

工 具 器 具 備 品 114,391,605

減 価 償 却 累 計 額 △ 125,402,395 2,315,743,183

（ 71,296,189 ） 【 2,416,860,042 】

電 話 加 入 権 3,087,600 400,000,000

ソ フ ト ウ ェ ア 68,208,589

（ 418,978,881 ） ( 71,428,725 )

繰 延 税 金 資 産 351,577,549 1,428,725

差 入 保 証 金 66,716,832 70,000,000

そ の 他 投 資 等 684,500

( 1,945,431,317 )

利 益 準 備 金 27,120,000

繰 越 利 益 剰 余 金 1,918,311,317

うち当期純利益 431,489,058

2,416,860,042

4,732,603,225 4,732,603,225

貸　借　対　照　表
2018 年  12月 31日  現在

資産の部 負債の部

【 流 動 資 産 】 【 流 動 負 債 】

資 本 準 備 金

【 固 定 資 産 】 【 固 定 負 債 】

( 有 形 固 定 資 産 )

負債合計

純資産の部

( 無 形 固 定 資 産 ) 【 株 主 資 本 】

資 本 金

(投資その他の資産) ( 資 本 剰 余 金 )

その他資本剰余金

( 利 益 剰 余 金 )

純資産合計

資産合計 負債・純資産合計



評価基準は原価法（収益性の低下に基づく簿価の切下げの方法）
商  品 ／
仕掛品 ／

（貸借対照表価額は収益性の低下による簿価切下げの方法により算定）
原材料 ／
貯蔵品 ／

／

無形固定資産 ／
（リース資産を除く）

リース資産 ／

貸倒引当金 ／

賞与引当金 ／

退職給付引当金 ／

役員退職慰労引当金 ／

消費税等の会計処理 ／ 税抜方式によっております。

①当事業年度の末日における発行済株式の数 普通株式 8,000株

２．株主資本等変動計算書に関する注記

当事業年度末までの進捗部分について成果の確実性が認められるソフトウェア開発の請負契約につい
ては工事進行基準を適用し、その他については、工事完成基準を適用しております。なお、工事進行
基準を適用する場合の当事業年度末における進捗度の見積りは、原価比例法によっております。

⑤その他計算書類作成のための基本となる重要な事項

ソフトウェア売上及びその製造原価の計上基準

最終仕入原価法による原価法

②固定資産の減価償却方法
定率法。ただし、1998年4月以降に取得した建物(建物附属設備は除く)並び
に2016年4月以降に取得した建物附属設備及び構築物については、定額法を
採用しております。
なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。
建物　15～50年　工具器具備品　4～20年

ソフトウェアについては、社内における利用可能期間（5年）に基づく定額
法を、その他の無形固定資産については、法人税等の規定に基づく定額法
を採用しております。
所有権移転外ファイナンスリース・リース取引に係るリース資産リース期
間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。
なお、リース取引開始日が2008年12月31日以前のリース取引については、
通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっております。

③引当金の計上基準

債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率に
より、貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可能性を勘案し、
回収不能見込額を計上しております。
従業員の賞与支給に備えるため、支給見込額のうち当事業年度の負担額を
計上しております。
従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務の見
込額に基づき、当事業年度末に発生していると認められる額を計上してお
ります。なお、過去勤務債務は、その発生時の従業員の平均残存勤務期間
内の一定の年数（11年）による定額法により費用処理しております。数理
計算上の差異は、その発生時の従業員の平均残存勤務期間内の一定の年数
（11年）による定額法により按分した額を、それぞれ発生の翌事業年度か
ら費用処理することとしております。

役員の退職慰労金の支出に備えるため、内規に基づく期末要支給額を計上
しております。

④収益及び費用の計上基準

最終仕入原価法による原価法

有形固定資産
（リース資産を除く）

【個別注記表】
１．重要な会計方針に係る事項に関する注記

①棚卸資産の評価基準及び評価方法

移動平均法による原価法
個別法による原価法


